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国立市における当事者会発足までの歩み

 2015年4月頃 依存症を考える会「輪かち逢い」
 2018年4月 くにたちひきこもり家族会発足
 2019年4月 くにたちひきこもり家族会「ここから」とし

て自主運営スタート
 2020年8月 ひきこもり等生きづらさを抱える当事者の居

場所「からふらっと」をスタート



当事者会が発足してからの課題

 活動的な若い世代と、ギャップを感じる中高年世代

 事務局の通常業務を好意で手伝おうとしてくれる当事者と、
好意に甘えることで当事者を無給で働かせることになってし
まう事務局の悩み

ソーシャルファーム
超短時間雇用
という概念に出会い事業化を検討



様々な課題をつなげて解決を目指す①

 新型コロナウイルスワクチン接種スマホ予約サポート事業

スマホに不慣れな高齢者⇔大学生（リアル授業なし、バイト
なし、地域の活動なし）、地域活動する市民、ひきこもり当
事者



様々な課題をつなげて解決を目指す②
 ひとり親応援パック
くにたちひとこえプロジェクト

コロナ禍に苦しむひとり親世帯⇔飲食店⇔ひきこもり当事者



様々な課題をつなげて解決を目指す③
 くにたち陽向菜縁

後継者不足の農家さん（生産緑地問題）⇔ひきこもり当事者



様々な課題をつなげて解決を目指す④
 新型コロナウイルス在宅療養者支援物資

在宅療養者⇔対応に追われる行政⇔当事者



一連の取組から得た視点
 様々な事業を組み立てるうえで、「あ、これ当事者にお願いできないか
な︖」という視点を前提に考えてみる

① 言葉で説明できる業務内容である（notあいまい）
② 当事者自身で判断する必要がない
（とはいえ力のある当事者は自分で業務を組み立てられるので、その力を活
かすことも重要）
③ スケジュールに余裕がある
④ 社協のような、自分で仕事を生み出したり、行政等から仕事を請け負う
ことができる団体が間に入ることで安定して仕事ができる



これからに向けてのお願い

 シルバー人材センターの「臨・短・軽」は当事者の就労モデ
ルにもピッタリ︕

⇒どうにか当事者を含めた就労困難者が会員になる道が開か
れませんか・・・︖
or
シルバー人材センターの仕組みを、就労困難者全般に広げて
いけませんか︖



講演の機会をいただきありがとうございました

当事者の、誰かの役に立ちたい︕という想いを実現するために、
引き続きお知恵をお貸しください。


